
広 報

◎

1月 6月 、乳児健診が村コ ミュニテ イセンター

で行われました。

元気な赤ちゃん18人が一同に会すると、ワンヤ

ワンヤの大合唱。で もそれが健康であることの証。

これか らもす くす くと育って もらいたい ものです。
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村

で

は

、

教

育

環

境

の
整

備

充

　

　

内

地

区

を

除

く

）

の
通

学

に
利

用

行

さ

れ

、

市

浦

中

学

校

生

徒

（
相

　

　

が
多

す

ぎ

る

」

「
バ

ス

の
時

間

が

バ
ス
の
中
は
い
つ
も
に
ぎ
や
か

た
い
く
つ
が
解
消
さ
れ
た
　
　
受
験
勉
強
に
効
果

奈 良 育 恵 さん

プ
リ
ン
ト
が
素
敵

秋田谷仁花さん

中 井 勝 海 くん

こ
の
大
事
な
時
期
に
受
験
勉
強

毎

日
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
Ｐ

成 田 泰 平 くん

スクールバスを利用する市浦中生徒
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日

（
日

）
か

ら

診

療

所

、

保

育

所

　

　

で

、

村

民

の
皆

様

の

ご

理

解

と

ご

休

日

と

な

る

完

全

週

休

二

日

制

を

　

　

　

な

お

、

窓

口
業

務

等

に

つ
き

ま

行

政

サ

ー

ビ

ス
維

持

を

図

る

た

め

　

　

課

に

お

問

い
合

わ

せ

の
上

、

よ

ろ

住民票など電話予約で休日交付
窓口業務のサニビス維持を図る

一
、

電

話

予

約

に
よ

る

利

用

方

法

直

職

員

が

午

前

八

時

十

五

分

よ

り

二
、

電

話

予

約

の
範

囲

①

住

民

要

の
謄

抄

本

の
交

付

②

税

関

係

証

明

書

の
交

付

（
印

鑑

③

保

護

変

更

申

請

一
医

療

券

の
交

①

出

稼

ぎ

手

帳

の
交

付

三
、

担

当

課
（
ａ

六

二
―

二

一

一

一
）

総

務

課

税

政

係

総

務

課

総

務

係

申

告

の
準

備

は

、

も

う

お
済

み

市

浦

に

も

オ

イ

ル

ボ

■

ル

●
約
一四
千
ギ
を
一回
収

わ

た

り
撤

去

作

業

が
行

わ

れ

ま

し

レ

焼

却

処

分

す

る

漁

協

組

合

員

ら



職務代理者       委員長
上野伊仁治さん    柏谷美智雄 さん

翅う⑮よるしく
平成 5年 1月 1日 ～平成 6年 12月 31日 までの 2年

間、市浦村保健衛生協力委員として活躍される皆 さ

んです。どうぞよろしくお願いします。

琥

の
指

定

を

受

け

た
市

浦

村

か

ら

し

た
。

都

会

の
女

性

二

人

と

四

人

観

光

客

の
多

さ

に

お

ど

ろ

か

さ

れ

こ

と

を

覚

え

て

い
ま

す

。

り

み

そ

加

工

製

造

や

木

工

品

づ

く

流

す

る

事

が

出

来

ま

し

た
．

あ

す

野

菜

を

安

心

し

て
食

べ
ら

れ

る

」
等

を

心

か

ら

愛

し

、

自

分

た

ち

の
町

ら

れ

ま

し

た

が

、

地

域

活

性

化

の

掛

か

り

だ

っ
た

の

は

、

市

浦

村

と

同

じ

よ
う

に
観

光

客

を

受

け

入

れ

う

に
思

わ

れ

ま

し

た
。

地

元

の
特

一市
浦

村
選
挙
管

理
委
員
会

委
員

一

村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

一平
成

五
人
の
方
が
再
任
と
な
り
ま
し
た

一
人

権

擁

護

委

員

一奈 良 廣 悦さん

白 川 孝 一さん 山 田 清 作 さん

ヨ

ち

　

　

ミヽ

　

　

　

　

　

　

　

れ

　

づ

ル

三

二

三

成

小

木

原

成

中

小

丁

伊

米

秋

木

武

奈

奈

石

田

岡

西

岡

崎

西

田

田

元

川

内

谷

井

島

納

木

居

谷
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ぶ

り

の
雨

に
歓

迎

さ

れ

た

が

、

予

方

分

権

が
確

立

し

、

国

の
心

臓

部

議

事

堂

、

Ｆ

Ｂ

Ｉ
本

部

な

ど

政

府

さ

れ

る

よ

う

に
世

界

の
金

融

、

経

ま

た

、
州

政

府

に

大

幅

な

権

限

を

残

つ
で

あ

る

と
思

う

。

そ

の
典

型

的

人

口
比

率

も

六

卜

五

％

と
非

常

に

そ

の
修

理

代

は

日
米

友

好

の

た

い

ス

に
近

づ

け

な

い
か

も

し

れ

な

い
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両
軍
の
軍
勢

六

年

（
一
〇

五

一
）

二

月

十

二

安

倍

氏

の
軍

勢

は

一
族

郎

党

合

わ

せ

て

六

千

余

騎

と

い
わ

れ

平

永

衡

は
伊

具

郡

⌒
宮

城

県

）

府

軍

の
傘

下

に
帰

属

す

べ
き

で

す

が

、

叛

旗

を

翻

し

て
頼

良

に

藤

原

経

清

は

亘

理

郡

⌒
宮

城

県

）

秋

田

城

介

平

重

成

の
軍

勢

は

二

千

余

騎

で
、

先

陣

に
立

っ
て

陸

奥

国

司

（
国

府

は

現

官

城

県

多

賀

城

市

に
あ

る

）
藤

原

登

任

の
軍

勢

は

三

千

余

騎

で

、

後

陣

都

合

五

千

余

騎

に
な

り

ま

す

か

ら

軍

の
数

か

ら

い
う

と

安

倍

頼

戦
闘
開
始

二

月

十

五

日

の
午

前

七

時

頃

ま

し

た
。

戦

場

は

い
う

ま

で
も

ま

ず

第

一
番

に
城

介

重

成

の

方

か

ら

長

尾

弥

四

郎

輔

定

と

い

う

勇

士

が

六

百

余

騎

を

引

卒

し

て

し

て
頼

良

の
聟

伊

具

十

郎

永

衡

が

八

百

余

騎

を

引

連

れ

て
馳

せ

だ

今

こ
れ

へ
馳

せ
来

る

は

伊

具

十

郎

永

衡

と

思

う

が

間

違

っ
て

い
る

か

、

お

前

は

水
年

恩

義

を

こ
れ

を

聞

く

や

永

衡

は
真

先

を

あ

。

勇

士

が

戦

場

に
臨

ん

で

命

を

軽

し

義

を

重

ん

ず

る

の

は

こ

の

水
衡

が

大

守

登

任

に
永

年

功

を

尽

し

た

の

に

僅

か

伊

具

一

養

う

の

に

ど

ん

な

に
苦

し

い
生

領

し

子

孫

に
伝

え

る

こ

と

と

ど

も

城

介

に
従

っ
て

い
る

よ

り

手

を

つ
か

え

て
此

方

へ
来

な

さ

い
。

勲

功

に

よ

っ
て

は

恩

賞

を

与

え

る

よ

う

に

こ

の
永

衡

が

と

り

も

っ
イ

絆

る

ぞ

」。

と

、

か

ら

か

ら

当

時

の
戦

闘

は

、

両

軍

の
大

将

の

こ
ん

な

詞

闘

い
か

ら

開

始

さ

れ

た

よ

う

で
す

。

武

器

も

上

掲

の
挿

絵

で
見

ま

す

と

、

刀

剣

く

か

ら

は

弓

矢

と

い
う

飛

道

具

が
使

用

さ

れ

、
有

力

な

武

器

の

一
つ
で
す

。

槍

（
鎗

・
鑓

と

も

ま

す

。

こ

れ

が
午

前

八

時

頃

で

度

ま

で
攻

め
戦

っ
た

け

れ

ど

も

日
衝
軍
大
敗

秋
田
城
介
重
成
は
、

こ
の
形

勢
を
見
て
、

「
長
尾
が
戦

い
疲

れ
た
よ
う

だ
。
誰
か
代
わ

っ
て

人
馬

に
息
を
継
が
せ
よ
♂

と
、

れ
戦
わ
ん
ど
と
、

重
成

の
子
城

太
郎
貞
成

が
七
百
余
騎
を
従
え

六
郎
重
任
が
千
余
騎
を
従
え
平

水
衡
と
交
替
し

て
戦

い
ま
す
。

二

百

騎

の
討

死

が

数

え

ら

れ

、

貞

成

軍

は

百

五

十

騎

の
戦

死

が

伝

え

ら

れ

ま

す

。

大

体

五

分

五

い
よ

い
よ

総

大

将

の
頼

時

が

三

十

余

騎

で
旗

を

進

め

、

剣

戟

の
安

危

を

決

す

る

こ

の

一
戦

に

あ

り

と

い
う

段

階

に

な

り

ま

す

。

っ
て

も

両

陣

よ

く

戦

い
、

雌

雄

時

の

軍

略

を

待

ち

構

え

て

い
た

、

厨

川

次

郎

貞

任

と

鳥

海

二
郎

宗

ら

ぬ

敵

兵

に
蛛

の
子

を

散

ら

す

う

に
栗

原

ま

で
逃

げ

の

び

ま

す

。

死

人

の
数

二

千

余

騎

、

こ

こ

の

死
骸

が

お

り

重

な

り

、

た

た

え

と

い

い
ま

す

。

大

守

軍

の
惨

敗
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役場の電話は62-2111

鰤

・なんでも1101係‖を割 用下さい
一

行政に対する要望 、苦情 、相談などお気軽にどうぞ

市浦村の人口と世帯数  平成511現在
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現
在
、
我
が
国
で
は
諸
外
国
に

類
を
見
な
い
速
さ
で
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
高
齢
化

は
女
性
に
と

っ
て
よ
り
大
き
な
問

題
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
約
六
割
を
女
性
が
占
め
、

介
護
を
要
す
る
者
の
多
数
と
介
護

を
担
う
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
老

人
保
健
医
療
福
祉
計
画
を
策
定
中

で
す
が
、
女
性
達
が
将
来

（
一
〇

～
二
〇
年
後
）
の
生
活
設
計
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
把
握

十
歳
代
女
性
の
老
後
に
関
す
る
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象

略
協
「
―
―
∃
協

無

８
Ｔ

‐―

＝

ユ
劉

告
し
ま
す
。

国

蠅

吻

①
老
後
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て

現
在
の
世
帯
構
成
に
つ
い
て
み

て
み
る
と

（図
１
）
、
夫
婦
の
み

と

一
人
暮
ら
し
を
合
わ
せ
る
と
三

十
七
・四
％
で
す
が
、
七
十
歳
に
な

っ
た
頃
の
世
帯
構
成
に
つ
い
て
問

八
％
に
増
加
し
て
お
り
、
約
半
数

の
人
が
老
人
の
み
の
世
帯
に
な
る

現
在
は
夫
ま
た
は
自
ら
の
労
働

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
七
十
歳

い
く
と
い
う
人
が
約
七
割
で
し
た
。

ま
た
、
約
半
数
の
人
が
現
在
の

健
康
状
態
は
ふ
つ
う
で
あ
る
と
答

後
の
不
安
と
し
て
健
康
面
を
あ
げ

る
人
が
最
も
多
く
、
六
十
五
二
％

の
人
が
将
来
寝
た
き
り
に
な
る
と

考
え
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い

ま
す
．
⌒図
３

・
４

・
５
）

の
五
十
歳
代
女
性
は
高
齢
化
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
老
後
に
対
し

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

健
康
の
保
持
、
所
得
の
確
保
な
ど

の
具
体
的
準
備
を
し
て
い
る
人
は

場
合
の
介
護
希
望
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

％
躙

一
　

お

誕

生

佐

藤
　
美

海

（相
内
）
晃
　
一

士
口
田

竹
里
紗

（相
内
）

稔

木

村

茂

紀

（十
三

弘

伸

松

橋

敬

晃

（脇
二

浄

嗣

士
口
田
　
陽

美

（相
内
）
博
　
史

ネ
鯛

一

ご

結

婚

和

　

丈

　

洋

（
脇

　

一九
）

直

　

子

（
東

　

京

）

藤

　

孝

　

徳

（
相

　

内

）

村

静

子

（
車

力

）

崎

　

　

　

亨

（
千

　

葉

）

和

　

恵

　

美

（
相

　

内

）

谷

健

治

⌒
十

三

）

ゆ

か

り

⌒
静

　

岡

）

圏
爾

圃

藤

　

た

　

か

（
十

三

）

８２
歳

島

　

鉄

　

蔵

（
十

三

）

６７
歳

田
　

蒲

男

造

⌒
磯

松

）

８５
歳

林膨Ｆ
こち
ら編集室

昨
年
末
、
企
業
誘
致
対
策
特
集

余
が
過
ぎ
、
新
聞
等
を
み
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

広
報
し
う
ら
編
集
室
で
も
産
業
廃

棄
物
処
分
場
計
画
等
、
積
極
的
に

取
り
上
げ
て
情
報
を
提
供
し
て
い

ん
の
意
見
等
も
お
待
ち
し
て
い
ま

か
あ
な
た
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く

図 1.世 帯 構 成

図 2.経 済 状 態

図 3.現在の健康状態  図 4.老後に
対 しての不安

軋帯醜J
＼ 、 /  ＼ /

佃 %|1制 %

>70く

見見方
|

|

図 5.将来寝たきりになると考えたことがあるか


